












収穫量UP！

株式会社 アベックス



団粒構造の土

植物が元気に育つには、根が丈夫で養分を吸う細根がたくさんあることが重要です。

しっかりとした良い根を張らせれば、十分に養分を吸い上げられ、元気に育って、病
害虫予防にもなります、良い根を作るには、根が空気を取り込みやすく通気性の良
い、水もちと水はけ良い土が必要です。

水はけもよく（通気性＝透水性があり）、水持ちもよい（保水性がある）という、相反す
る二つの条件を持つということは、土の構造として、団粒構造の土です。

土が団粒化すると植物の根張りが良くなり、植物が元気になります。又、団粒化する
と、通気性の向上、保水力の向上で日照りに強くなる、水はけが良くなり根腐れの防
止になるといわれています。

そして、土壌形成にもう一つ重要なのが、土着菌です、その土地に昔からあり、その
地域環境に強く、しかも特定なものでなく多様な土着菌こそが大切であると言われて
おります。

そこで『グラセーラ』を適量、土に混ぜることで団粒構造が可能になり、多孔質をう
まく活用して土着菌を増やす効果も期待できます
日本の農地では２０～30％UP、中国の農地においてはなんと40～48％UPの収穫

量になったというデータもあります。べトナムの農地では通常の生育より１週間早く収
穫出来たと報告を受けております。
グラセーラを混ぜた土壌は連作障害が起こらない農地もあります。



キュウリの比較栽培
土８L、細粒グラセーラ２L、

肥料１００ｇを混合テスト区

対照として土と肥料１００ｇ

合計１０Lとして対照区とする

対照区 １株あたり ７本
テスト区（グラセーラ入り） １株あたり ９本
テスト区（グラセーラ入り）の方が対照区より

２８．５％の収穫率向上が見られた。

根の発育状況を見た写真である。
向かって右側が対照区 左側がテスト区
主根と細根両方で発育に差が認められる。

テストポット根の部分
（グラセーラ入り）

対照ポット 根の部分

結果として、グラセーラを加えたテスト区において、
収穫量、根の発育などグラセーラを混合していない
対照区に比べてハッキリと違いは認められた。

混合後のポット
（テストポット）

対照ポット



ミニトマトテスト栽培

ミニトマト栽培にてグラセーラを使用して栽培育成試験を行った。

上質な苗を同じ条件で育てた。味は普段以上に甘くサクランボのような色

艶が見られた、収穫結果はグラセーラなしが６０個、グラセーラ粗い粒（5～

10mm）を混ぜたものが１００個、グラセーラ細かい粒（2～４mm）を混ぜたも

のが７０個でありグラセーラ入りは収穫に差異が認められる結果であった。



ミニトマトの根の発育状況を観察した結果、根の細根の数や、中心の太い根

の発育の違いが明確に表れていることが判明した。

この差が茎の太さや実の数にも大きな影響を与えたものと考えられる。

グラセーラの混入率は約３３％（野菜の土が６７％）で完全混合しています。

土は全て同じで苗も同じ会社の同じ苗を用いました。

味は甘くてみずみずしく、そのまま食べるのが最も美味しかったです。

グラセーラの保水機能や透水性が根を肥やすのに効果的であると感じた。



キャベツ畑 グラセーラ混入と無しでは生育スピードが全く違います



上がグラセーラ無し、下がグラセーラ混入
葉の大きさが全く違います。

キャベツ畑 ２週間後



中国の農地栽培 ①

左がグラセーラ混入栽培

右が通常栽培

大きさ、太さも違います

いんげん豆 ピーマン

左がグラセーラ混入栽培

右が通常栽培

大きさ、身の厚さも違います



中国の農地栽培 ②

グラセーラ混入栽培

通常栽培



中国農場使用方法紹介



中国農場果樹栽培にも



べトナム チャビン省 農場

発芽は予定より遅れて1週間後に発芽「通常は3日ぐらい」
グラセーラ混入、混入無し共に水やり、日当たりの条件は全く同じ
1ヶ月後発育に変化が発生
グラセーラ混入部分は根付きが良いので、成長に差が現れた
間引きしないため乱雑に育成しているが順調に育っている。
農家の方曰く、次回からも土そのものが柔らかいので
土壌改良には最適であると話していた。



グラセーラなしの表土ph は 5、0グラセーラ混入の表土は 6、0

地中20cm ph はなし4、5 と混入5、0

地中40cm ph はなし3、5 と混入3、5でした。
また、伝導率EC はグラセーラなしは802 に対して混入は 120で土壌溶液中の塩類濃

度の著しい低下が見られた、このことから塩害が浸透している土壌でも、塩害を防ぐこと
がわかり、今まで作物が育たなかった畑でも育てることができた。

グラセーラ 無し グラセーラ 混入根の違いが明らかです

べトナム チャビン省 農場 生育状況
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